
わが国独自の文化的・社会的背景を反映した高齢がんサバイバーシップケアプランの開発
目的：日本の文化的・社会的背景と高齢者の多様性を反映した、個別最適化されたサバイバーシップケアプランの開発
背景
✓がん治療の進歩と人口の高齢化により、高齢がんサバイバーが増加している
✓加齢に伴う身体的・心理社会的問題や複数の併存疾患など、多面的な課題への対応が必要である
✓治療サマリー＋フォローアップ計画から成るSurvivorship Care Planが推奨されているが、高齢者の特徴や日本の文化的・社会的背景が反映されていない

この研究の中心となる3つの問い ― 日本の高齢がんサバイバーについて

1 価値観や好みに、どのような文化的特徴があるか？ 2 必要とするサポートや情報に、どのような社会的特
徴があるか？ 3 身体的・心理社会的問題に対して、高齢者機能評価

（GA）をどのように活用するか？

研究開発プロセス

研究1 スコーピングレビュー

日本の高齢がんサバイバーの価値観
・サポートニーズ・GA活用に関す
る文献を網羅的に整理

研究2 インタビュー調査

高齢がんサバイバー・家族、医療者
など20〜30名へのインタビューで
ニーズを確認し、構成要素を概念化

研究3 アンケート調査

高齢がんサバイバーとその家族600
名を対象に、概念化された構成要素
の妥当性を検証

研究4 専門家コンセンサス会議

医療者・研究者、高齢がんサバイバ
ー・家族、市民代表などによる合意
形成（修正Delphi法）を通じて、ケ
アプランを開発

文脈：日本の文化的・社会的背景（価値観・希望の伝え方／家族との関係／医療者との関係／医療・介護の仕組み など）

日本版 高齢がんサバイバーシップケアプラン

治療サマリー＋
フォローアップ計画 ＋ 高齢者機能評価（GA） ＋ 価値観・好み ＋ 必要なサポート・情報

一人ひとりの健康状態、生活状況、価値観や希望に応じたケア
高齢がんサバイバーのよりよい療養生活と健康の維持をめざして
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